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日本財団助成金による

2000年度日中医学学術交流促進事業報告書
-学会開催に対する助成ー

財団法人 日中医学協会殿

理事長中島 章殿

_A盛l2._年一ヱ一月一三L一日

報告者氏名 柳本広一 白、
所属・役職 国守循環諜病センター研境所

脳血管障害研究室室長

所在地〒565・8565 吹田市藤白台5T日

電話 06-6833・5012 内線 2711

講演集・シンポジウム写真等学会に関する資料を添付

学会・学術交流の名称 第 1回日中循環揺病シンポジウム

フー マ 日本及び中国での循環器病および福祉杭策の現状と将来

主 催 団 体国守ム循環器病センタ一

代 表 者菊池晴彦

期間・開催地平成 12年 7月 12日"'7月14日大阪府吹田市

参加者数日本側 60名 中国側 15名

招聴・派遣の目的上記シンポジウムへの参加

1. 招聴・派遣研究者 人数ー 15 人 記入欄不足の場合協1蹴を痢乱

氏名 所属・役職 研究分野

左 換戎、 中日友好病院副院長，脳外科主任教授 脳外科

史載祥 中日友好医院心腎内科主任教授 心腎内科

金恩源 中日友好医院臨床医学研究所中西医結合研究室教授 中西医結合

程蘭英 中日友好病院臨床医学研究所 病理生理室教授 病理生理

庄逢源 中日友好病院臨床医学研究所血流変室主任教授 血流生理

馬長生 中日友好病院心臓カァーテル室助教授 心臓生理

石妓平 中日友好医院 中医処処長，小児科教授 小児科

桐冗南 中日友好病院心臓内科主任教授 心臓内科

周宝玉 中日友好病院脳神経内科教授 脳神経内科

留l 鵬 中日友好医院心臓外科副主任 心臓外科

王 武 中日友好医院ロ室助教授 画像診断

王鳳林 中日友好病院心臓外科主任教授 心臓外科

買乃光 中日友好医院麻酔科主任教授 麻酔科

子殿文 中日友好医院外事処 通訳

察福軍 中日友好医院外事処長副処長 事務

滞在期間 自主盛一_l2._年__J_一月_ll_日 至宝盛一_l2_年一ヱ一月___l2_日



2.主な滞在日程

月 日 日 程 宿泊 先

2∞0年 CA921便にて北京出発、 14:05関西空港着 大阪サンパレス泊

7月12日(水) 小型パスにて大阪へ移動 TEL: 06-6878-3804 

第1回日中循環器病シンポジウム参加

会場:大阪サンパレス

7月13日(木) 第1回日中循環器病シンポジウム参加 大阪サンパレス泊

会場:千里ライフサイエンスセンター TEL: 06-6878・3804

7月14日(金) 第1回日中循環器病シンポジウム参加 大阪サンパレス泊

会場:千里ライフサイエンスセンター τ百L:06・6878-3804

7月15日(土) 小型パスにて関西空港へ移動

CA922便にて関西空港より15:35北京へ出発，

帰国



学会名称 第一回日中循環器病シンポジウム

学会テーマ

循環器病制圧と日中両国の医学および医療技術の交流と進歩

日本側主催者代表者氏名 国立循環器病センター名誉総長菊池晴彦

中国側代表者氏名左換味

学会報告

報告者氏名 国立循環器病センター研究所脳血管障害研究室長柳本 広二

時代とともに益々重要性を増してきた循環器病全般にわたるテーマを対象とし、新たな日中合

同のシンポジウムを立ち上げました。 今までの中日友好病院および国立循環器病センターの合

同シンポジウムで取り上げられてきた動脈硬化、血栓、一次予防に加え、循環器病疾患全領域に

わたる予防、診断、治療の現状と将来に関して、会期の2日間、各分野のそれぞれの精鋭である

日中の先生方が発表しました。

以下には本シンポジウムで報告された演題名を記載します。まず、動脈硬化症、予防医学、疫

学領域では、病理学からみた日本人若年者の動脈硬化の変遷(由谷 親夫)、生活習慣改善に

よる高血圧治療:効果と限界(河野雄平)、非侵襲診断による動脈硬化の長期観察における

変化(都島基夫)、 Developmentof Blood Stasis Syndrome in Diagnosis and Treatment (史

載祥)、 Studyof Korea Red Ginseng's Preventi ve Effect on Hypertensi ve Retinal 

Arteriosclerosis in Rabbits (金恩源)。

動脈硬化、血管病変の基礎研究の領域では、拍動心臓の収縮特性、酸素消費、カルシウム動

態(菅弘之)、酸化 LDL受容体 LOX-lの病態生理学的意義(沢村 達也)、脳組織の血管新

生と微小循環動態(新見英幸)、血管内皮細胞の機械刺激受容機構(藤原敬己)、 Nitric

Oxide Synthase Acti vi ty Change of Cerebral Microvessel and Some Brain Areas during Focal 

Cerebral Ischemia / Reperfusion in Rats (程蘭英)、 DynamicStudies on The Interaction 

of Lymphocyte Function-Associated Antigen-l (LFA-l) and Intercellular Adhesion 

Molecule-l (ICAM-l) (庄逢源)。

心臓血管疾患の内科的治療に関しては、不安定狭心症に対する内科的治療(野々木宏)、小

児における心筋炎，心筋症の治療(越後 茂之)、特発性心室頻拍に対するカテーテノレアプレー

ション(鎌倉史郎)、 ElectrophysiologicalCharacteristics and Effect of Radiofrequency 

Ablation of Paroxysmal Atrial Fibrillation Originating from The Pulmonary Veins (馬長

生)、 ClinicalTreatment of Pediatric Myocarditis by Integration of Traditional and Modern 

Medicine (石効平)、 TheEfficacy and Safety of Atorvastatin in Treatment of 

Hyper lipidemia (柿元南)。

脳血管疾患に関しては、日本における脳梗塞診療の実態(山口 武典)、心原性脳塞栓症の

診断と治療(峰松 一夫)、脳梗塞に対する脳低温療法(成冨博章)、閉塞性脳血管障害に対



する血行再建術(永田 泉)、 AStudy on the Prognosis of Patients after Stroke during Early 

Rehabilitation (周宝玉)、 TheSurgical Treatment and Prevention of Cerebral Stroke by 

Carotid Endarterectomy (劉鵬)、 ClinicExperience in CABG of 400 Cases (王武)、

Changes of Cerebral Uxygen Metabolism Induced by Nimodipine in Subarachnoid Hemorrhage 

Measured by Near Infrared Spectroscopy (左燥王宗)。

心臓血管疾患の外科治療に関しては、日本における心臓外科の現況(川島 康生)、冠動脈

バイパス手術(小林順二郎)、胸部大動脈癌の外科治療(安藤太三)、心臓外科手術におけ

る脳障害(畔政和)、 SurgicalTreatment of Coronary Disease (王鳳林)、 Applicationof 

Thoracic Epidural Anesthesia to Cardiac Surgery (買乃光)等の講演がありました。

現在(平成9年)、日本では、死因の第一位は、悪性新生物でありますが、これに続いて死亡

原因の第2位が心疾患であり、統計学的には 10万人あたり、 112人が年間死亡しています。そし

て、第3位の死亡原因が脳血管疾患であり、 10万人あたり、年間 111人がその原因で死亡してい

ます。すなわち、現在の日本では、 (悪性新生物)癌疾患で全死亡の3分の1が、そして、他の

3分の1が心臓と脳の疾患が原因で死亡していることになります。さらに心臓疾患と脳疾患とい

ういわゆる循環器病は、死亡原因のみならず、その有病者数の多さでも知られ、クオリティオプ

ライフの低下が、社会生活を脅かします。今後、日本における人口構成の高齢化シフトや食生活

の欧米化などを背景として、 21世紀における重大な社会的問題であることは間違いありません。

現在すでに日本が迎えた、また今後進んでいく長寿社会の中で，その予防，診断，治療において

まだまだ解決されるべき問題は未だ山積しています。また，中華人民共和国においても循環器病

は、間違いなく重要な疾患であり、その有病者の増加においては、今後、日本と同様の傾向を辿

っていくものと考えられます。 すなわち、中国圏内においても循環器病全般の社会的重要度は

ますます増加していくことと思われます。現在のまた、今後の循環器病施策のリーダーである中

日友好病院への期待は非常に大きくなっています。

本シンポジウムは、日中の両循環器病センターをさらに発展させるため、また、循環器疾患全

般における今後の日中両国の幅広い人的交流および学術交流の新たな芽生えとして機能すること

を目指し、盛会裏に終わりましたことをご報告申し上げます。



第 1回日中循環器病シンポジウム
The First China-Japan Symposium on Cardio-Vascular Diseases 

作吋『会式

?I~r也 H古彦(国立!ufJ;l器病センター名誉総長)

ギヰ必民ふとi泣誌とぷ議さは込以イ
第1園田中循1震器病シンポジウム
一届中日心肱ー血管系統疾病学木交流会
事1回日中循環器翁シンポジウム組織委員会 協凶:循環器病研究振興財団
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シンポジウム 1:動脈艇化抗日・予防医学・疫学

座長:Ju前 n日峨(国立循環r.ii病センター名誉総長)

!llf 伊丹...(凶)'(街損保病ヤンター尚一I(IL庄腎臓内科医長)! 
活習! )千による高JUL庄治療:効果と

11車祥い田H日友好-限|民心腎内科主任教授)
;Illpmcnl llf B100u Slasis Syndrom巴inDiagnosis and Trcalmen1 

(~~.，~.~ ; 

-姐 lh _. 

由谷お1夫 (国立侃ì~J:'J H1HIi.jセンター?i1り'Ilj'{ii ffl~ 長)
病息!学からみたLI本人公(r!.:=j白・の動脈問化の変造

(固な循環器約センター総合外出科I'~: 民)
による動脈問化の長期制~.~lζおけるま変{~



「拍動心臓の収縮特性、酸素消費、
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血管病変の基礎研究シンポジウム 2:動脈硬化，

m 
寄之(国立備聴器約センター研究所名誉i9T長).長:t"人宅

薪見 英王:f;(国立循環器持I可センター!日F究所IIIR~k t:J~I! filS liI以)
脳組織のUll管新生と微小前邸主1)態
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敬己(国立循環器病セント研究所循環保形態部部長)
:内皮細胞の機械刺激受容機構
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ンポジウム 3:心臓'flL管扶忠:内科的治療

走:宮武邦夫(国立循環器病センター心臓内科部長)

i克之(国立11i'i探知病センター小児科部長)
おける心筋炎，心筋~(Ëの治続
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特発性心安斑i:t・I'Jに対するカテーテルアプレーション
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石 効平(1・11EI友好医院中l2f処処長，小児科教授)
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者fn持ちi(3 
口 武典(国立備康保病センター総長
日本におけるJIì~崎製診践の実態j
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換晴、(中日友好医院副院・長.脳外科主任救授)
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成富 |母車(国立筒環23病センター脳JlIl管内科部長)
脳梗怒に対するJ1ì~ ILí;1I~，t療法
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永田 泉(国立前環日持病セン・タ-1Ii刊IL管外科部長)
閉塞tt:脳血管陣容に対する 1(ILU j.lH針I~
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換端、(中日;友好医院副院長，脳外科主任教授)
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3 1 4日(金)第2日目(午後)

シンポジウム 5:心臓I(IL1ri;疾忠:外科的治療
座長:北村 惣--n!;(同立侶・環25病センター剛院長)

王 鳳林(中日友好医院心I!銭外科主任教授)

同一~山町一- 司司副園創圃.~;o.

小林 順二郎(国立循環知的センター心臓血管外科医長)
冠動脈バイパス手術
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コ(国立循環日iJ病センタ一心臓IflL管外科医長)
の外科治療
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王 鳳;H;(中日友好I?I院心臓外科主任教授)
Clinic Expcricncc in CABG 0[' 400 Cases 
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賢 )1;光(r.1コ日友好医院麻酔科主任教段)
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